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急性心不全におけるガイドラインベースの治療実施状況と予後因子規定に関す

る国際共同多施設レジストリ研究 
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A． 研究目的 

左房径は心臓超音波で簡単に測定

できる簡便な指標であり、その拡大は

左室拡張末期圧の上昇、慢性的な左心

室への負担を反映すると考えられて

いる。左房径が急性心不全患者の予後

予測因子となるかを検討した。 

 

B． 研究方法 

杏林大学付属病院、慶應義塾大学病

院、榊原記念病院の 3施設(WET-HF 

Registry)で、2006 年から 2012 年まで

急性心不全で入院した患者を検討し

た。930 人の WET-HF Registry 登録患

者より、入院時に心臓超音波を施行し

ていない患者、心房細動患者を除く

511 人が、研究対象となった。その中

で、左室収縮能が保持されている

(LVEF>40%)群(HFpEF 群)と左室収縮能

が保持されていない(LVEF<=40%)群

(HFrEF 群)の 2 群に分け比較を行った。

エンドポイントは入院中の院内死亡

(In-hospital death)、退院後の心血

管死と心不全による再入院

(Long-term composite endpoint)とし

た。 

 

（倫理面への配慮） 

各施設の倫理委員会で本研究に関

する審査を受け、承認を得た。臨床疫

学倫理指針に基づき、各施設で本研究

に関する情報を広く公開し、包括同意

を得た。 

 

C． 研究結果 

HFrEF 群は 274 人、HFpEF 群は 237

人であった。HFrEF 群の平均左房径

(LAD size)は 42.8mm と HFpEF 群

(40.1mm)より有意に拡大していた。 

また、In-hospital death は 34 人に

発生し、平均 630 日の follow up 期間

中 Long-term composite endpoint は

155 人に発生した。 

Cox 生存解析において、HFrEF 群で

研究要旨 
左房径は心臓超音波で簡単に測定できる簡便な指標であり、慢性心不全患者

において予後予測指標となることが報告されている。本データベースを用い、

左房径の拡大が、急性左心不全患者における予後予測に利用できるかを検討し

た。 
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は LAD size は強力な予後予測因子

(Hazard Ratio 1.034 

(1.005-1.063),p=0.020)であったが、

HFpEF 群 で は 有 意 で は な か っ た

(Hazard Ratio 1.019 (0.995-1.040), 

p=0.071、下図参照)。 

 

D． 考察 

HFrEF 群では、LAD が拡大している

ほど、長期予後不良であった。一方、

HFpEF 群は LAD の拡大は予後予測因子

とはならず、LAD の拡大で代償する前

に急性心不全になっている可能性が

あると考えられた。もしくは、HFpEF

群の長期予後は、他の因子により規定

されている可能性が考えられた。 

 

E． 結論 

HFrEF 群において、LAD size は有意

な予後予測因子となるが、HFpEF 群に

おいては予後予測因子とはならなか

った。 
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G.  知的財産権の出願・登録状況（予

定を含む） 

1. 特許取得 なし 

2. 実用新案登録 なし 

3. その他 なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

図..長期予後予測因子（多変量解析
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